
（
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
内
に
お
け
る
行
為
の
制
限
の
対
象
と
な
ら
な
い
行
為
）

（
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
内
に
お
け
る
行
為
の
制
限
の
対
象
と
な
ら
な
い
行
為
）

第
三
条

法
第
十
七
条
第
五
項
第
二
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条

法
第
十
七
条
第
五
項
第
二
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

三
の
二

境
界
標
（
不
動
産
登
記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十
八
号
）
第
七
十
七
条
第
一
項
第
九
号
に

規
定
す
る
境
界
標
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
設
置
す
る
こ
と
。

（
新
規
）

四

（
略
）

四

（
略
）

四
の
二

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十

八
号
）
第
三
章
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
外
来
生
物
（
以
下「
特
定
外
来
生
物
」

と
い
う
。）の
防
除
の
た
め
に
カ
メ
ラ
そ
の
他
の
観
測
機
器
又
は
標
識
、
く
い
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を

設
置
す
る
こ
と
。

（
新
規
）

五
〜
七

（
略
）

五
〜
七

（
略
）

七
の
二

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
法
令
に
基
づ
き
そ
の
任
務
と
さ
れ
て
い
る
遭
難
者
を
救
助
す
る
た
め
の
業

務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
範
囲
内
で
木
竹
を
損
傷
す
る
こ
と
。

（
新
規
）

八
・
九

（
略
）

八
・
九

（
略
）

十

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
章
の
規
定
に
よ
る
防
除
に
伴

う
特
定
外
来
生
物
の
捕
獲
、
採
取
又
は
殺
処
分
を
行
う
こ
と
。

十

特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
八
号
）

第
三
章
の
規
定
に
よ
る
防
除
に
伴
う
特
定
外
来
生
物
の
捕
獲
、
採
取
又
は
殺
処
分
を
行
う
こ
と
。

十
一
〜
十
八

（
略
）

十
一
〜
十
八

（
略
）

（
自
然
保
護
取
締
官
で
あ
る
職
員
の
携
帯
す
る
証
明
書
の
様
式
）

（
自
然
保
護
取
締
官
で
あ
る
職
員
の
携
帯
す
る
証
明
書
の
様
式
）

第
四
条

法
第
十
八
条
第
三
項
（
法
第
三
十
条
又
は
第
三
十
五
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
よ
り
自
然
保
護
取
締
官
で
あ
る
職
員
の
携
帯
す
る
証
明
書
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
。

第
四
条

法
第
十
八
条
第
三
項
（
法
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
自
然
保
護
取

締
官
で
あ
る
職
員
の
携
帯
す
る
証
明
書
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
。

（
立
入
制
限
地
区
内
へ
の
立
入
り
の
制
限
の
対
象
と
な
ら
な
い
行
為
）

（
立
入
制
限
地
区
内
へ
の
立
入
り
の
制
限
の
対
象
と
な
ら
な
い
行
為
）

第
五
条

法
第
十
九
条
第
三
項
第
四
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条

法
第
十
九
条
第
三
項
第
四
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

（
立
入
制
限
地
区
内
へ
の
立
入
り
の
許
可
申
請
書
）

（
立
入
制
限
地
区
内
へ
の
立
入
り
の
許
可
申
請
書
）

第
六
条

法
第
十
九
条
第
三
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書

を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
六
条

法
第
十
九
条
第
三
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
公
聴
会
）

（
公
聴
会
）

第
八
条

環
境
大
臣
は
、
法
第
二
十
二
条
第
六
項
（
同
条
第
七
項
及
び
法
第
二
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
公
聴
会
を
開
催
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
日
時
、
場
所
及
び
公
聴
会
に
お
い

て
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
案
件
を
公
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
案
件
に
関
し
意
見
を
聴
く
必
要
が
あ
る
と
認
め

た
者
（
以
下
「
公
述
人
」
と
い
う
。）に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条

環
境
大
臣
は
、
法
第
二
十
二
条
第
六
項
（
同
条
第
七
項
及
び
法
第
二
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
公
聴
会
を
開
催
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
日
時
、
場
所
及
び
公
聴
会
に
お
い

て
意
見
を
き
こ
う
と
す
る
案
件
を
公
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
案
件
に
関
し
意
見
を
き
く
必
要
が
あ
る
と
認
め

た
者
（
以
下
「
公
述
人
」
と
い
う
。）に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
十
条

公
聴
会
に
お
い
て
は
、
議
長
は
、
ま
ず
公
述
人
の
う
ち
異
議
が
あ
る
旨
の
意
見
書
の
提
出
を
し
た
者
そ

の
他
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
案
件
に
対
し
て
異
議
を
有
す
る
者
に
異
議
の
内
容
及
び
理
由
を
陳
述
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
十
条

公
聴
会
に
お
い
て
は
、
議
長
は
、
ま
ず
公
述
人
の
う
ち
異
議
が
あ
る
旨
の
意
見
書
の
提
出
を
し
た
者
そ

の
他
意
見
を
き
こ
う
と
す
る
案
件
に
対
し
て
異
議
を
有
す
る
者
に
異
議
の
内
容
及
び
理
由
を
陳
述
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条

公
述
人
及
び
発
言
を
許
さ
れ
た
者
の
発
言
は
、
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
案
件
の
範
囲
を
超
え
て
は
な

ら
な
い
。

第
十
二
条

公
述
人
及
び
発
言
を
許
さ
れ
た
者
の
発
言
は
、
意
見
を
き
こ
う
と
す
る
案
件
の
範
囲
を
こ
え
て
は
な

ら
な
い
。

２

公
述
人
及
び
発
言
を
許
さ
れ
た
者
が
前
項
の
範
囲
を
超
え
て
発
言
し
、
又
は
不
穏
当
な
言
動
が
あ
つ
た
と
き

は
、
議
長
は
、
そ
の
発
言
を
禁
止
し
、
又
は
退
場
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

公
述
人
及
び
発
言
を
許
さ
れ
た
者
が
前
項
の
範
囲
を
こ
え
て
発
言
し
、
又
は
不
穏
当
な
言
動
が
あ
つ
た
と
き

は
、
議
長
は
、
そ
の
発
言
を
禁
止
し
、
又
は
退
場
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
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